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a，bを正定数とし，平面ベクトル
−→
OA = (2a, a) ,

−→
OB = (0, 2b)

を考える。線分 OBの中点を Cとする。直線 OA，OB上にない平面上の点 Pに対し，
Pを通り，直線OBに平行な直線と直線OAとの交点をQとし，点 Pを通り，直線OA

に平行な直線と直線OBとの交点をRとすると，−→
OQ = s

−→
OA，−→

OR = t
−→
OBと表される。

ただし，s，tは実数である。

(1) k を正定数とするとき，t = (s − k)2 を満たす点 Pのなす曲線 F の方程式を求
めよ。

(2) 直線 ACが F と接するとき，kの値を求めよ。


